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2 Ep-4　　　　 食用植物抽出成分によるNitric oxide  消去活性①
○岡田悦政＊　 岡田瑞恵＊*
(＊ 中京短大　＊＊岐阜大)

【目的】生理学におけるNitric ｏｘide(NO･) の役割は多様である。例えば、血
管内皮の緩和を誘導し、その活動により血圧の調節を行ってい る(Moncade
et al. 1991)。しかし、他方、NO･は、発ガン性を有するニトロソ化合物の形成
に関与している(Y.Wu et al. 1993)。また、Superoxide と反応することで、
SH group に対する強力 な酸化作用を持つPeroxynitrite  (ONOO")を迅速に産生す
るなど、他の活性酸素(ROS) と同様に功罪が認められてい る。余剰のNO の存
在は、ONOO-産生への反応を促すことから、この反応を抑制するとい う目的で、
日常摂取しうる食用植物の抽出成分中のNO･消去活性を見出すスクリーニング
を試み、また、フラボン類によるNO・消去効果の報告例(Haenen et al.
1997) があることから、総フェノール成分量の測定も行い、検討した。
【方法】Sample41 種は、メタノールに▽昼夜浸潰後、ろ過、Sep-pak 処理し
た。 NO･消去活性の測定は、S. Archer(1993) によるDiaminophthalene 法による
蛍光比色で行った。総フェノール成分の定量は、PよHammerSchmidt  &  D. E.
Pratt(1978) によるFolin-Ciocalteau 法により行った。
【結果】Sample41 種のうち、消去効果が高かったのは、チングンサイ、カリ
フラワー、グリンアスパラガス、ニガウリ、トマト、タマネギ、ソラマメ、
ニンジンなどであった。高消去活性Sample の活性平均は、NO-消去活性の比較
に用いたCarboxy-PTIO の5mM 濃度相当であった。また、活性の結果は、総フ
ェノール含量との関連性が必ずしも見られなかった。

2Ep-5　　　 食用植物抽出成分によるPeroxynitrite の消去活性②
○岡田瑞恵＊　 岡田悦政＊＊
(＊岐阜大　　＊＊中京短大)

【目的】Per  oxyni trite (ONOO")は、血管内皮細胞やマクロファージなどにおい
て生じたNitric oxide(ON･) とSuperoxide との反応により生成され、特にSH
groupに対して強い酸化力を有し、動脈硬化症の原因を握るといわれている

(H. Y. Chung et al. 1998,    J. B. G. Paquay et al. 2000) 。これらの障害を招
くONOO“を抑制することを目的として、日常摂取する食用植物の抽出成分につ
いて、ON00- の消去活性を見出せるのか、検討を行ったので報告する。

【方法】Sample41 種は、メタノールに一昼夜浸漬し、ろ過後、Sep-pak 処理
した。 ONOO`消去活性の測定は、H. Y. Chung et al. (1998)、J. p. Crow(1997) に
よるDichlorodihydro-fluorescein 法により、3-morpholinosydnonimine の
ON00- 発生系と、Peroxynitrite 直接法による測定を行った。

【結果】3-morpholinosydnonimineのONOO‘ 発生系の消去測定において、
Sample41種のうち、活性が高かったものは、アオジソ、ナス、ゴボウ、シシ
トウ、セロリ、ナバナ、ブロッコy ーなどであった。 Peroxynitrite直接系
の場合も同様な傾向がみられた。
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